
芭

蕉

連

句

年

盤
P日

廣

田

二

区良

芭
墓

審

饗

は
・
仏
?

湖
申
の

『
俳
譜

一
葉
集
』

(姦

+
年
⊥

八
二
㌣

刊
)
鎗

ま
ぞ

・
肇

爵

氏
の

『
轡

蕉

一
代
集
』

(昭
和
六
年

⊥

九
三

丁

刊
)
に
ま
で
至
つ
て
ゐ
竪

勝
峯
氏
の
護

は
・
文
政
以
謄

和
に
至
る
ま
で
2
巴
蕉
研
究
の
集

積

の
上

に
な

さ
れ
て
ゐ
る

の
で
あ

つ
て
、

『
一
葉
集
』

か
ら

み
て
、
や
は
り

一
世
紀

以
上
を
経

た
だ
け

の
豊
富
確
実

さ
を
加

へ
て
あ
る
。

し
か
し
・
そ
の
後
の
な

み
な
き
研
究
者
の
努
力
に
義

て
、

『
轡

蕉

一
代
集
」
も
訂
正
さ
れ
、
繕

さ
れ
な
け
か
ば
な
ら
な
い
点
が

多
く
明
ら
か

に
き
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら

の
研
究

の
成
果

の
上

に
立

つ
て
、
当
然
新

し

い
、
完
全

な
芭
蕉
全
集
が
編
纂

さ
れ
な
ほ
さ
な
け
れ

ば

な
ら
な

い
で
あ
ら
う
。
そ

の
基
礎

に
な

る
べ
き
業
績

と
し
て
、
す

で
に
俳
句

・
俳
文

・
書
簡
等

に
は
、
す
ぐ
れ
た
完
全

に
近

い
作
品
集

が
刊
行

さ
れ
、
作
品

の
制

作
年
代

に
つ
い
て
も
綿
密

正
確

な
推
定
が

な
さ
れ
て
ゐ

る
。
そ
れ

に
よ

つ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
芭
蕉

の
生
涯

に

わ

た

つ
て
の
作
風

・
思
想

の
展
開

の
あ

と
を
見
、
か
れ

の
作
品

の
全
体
を
知

る
こ
と
が

で
き
る

の
で
あ

る
が

、
さ
う

し
た
中

で
、
全
作
品

　
ニ
　

を
収

め
た
連
句
集

は
ま
だ
刊
行

さ
れ
て
を
ら
ず
、
年
代
推
定

に
し
て
も
、
全

作
品

に
わ
た

つ
て
は
、
勝
峯

氏
の
線

か
ら
は
推
し
進

め
ら
れ

て
ゐ
な

い
。
昭
和

二
十
六
年
刊

の
拙
著

『
芭
蕉
連
句

集
』
も
所
収
作
品
は
、
歌
仙

・
百
韻
合

は
せ
て
四
十
八
巻

に
す
ぎ
ず
、
同
書
附
録

の

芭

蕉

連

句

年

譜

一1-一



人

文

研

究

第
十

一
輯

芭
蕉
年
譜

に
掲
げ
た
連
句
作
品
も
歌
仙

・
百
韻

・
五
十
韻

・
四
十
四
だ
け
を
と
り
あ
げ
た

に
す
ぎ

な
か

つ
た

。
完
全

な
芭
蕉
全

集
編
纂

の

た

め
の
基

礎
作
業

の

一
環
と
し
て
、
信
頼

の
お
け
る
芭
蕉
連
句
集

を
編
纂
す

る
こ
と
は
私

の
念
願

と
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が

、
そ

の
し
ご

と

の

一
端
と
し
て
、
こ
こ
に

「
芭
蕉
連
句
年
譜

」
を
作

つ
て

み
る
こ
と

に
し
た
。
こ

の
し
ご
と
は
、
芭
蕉

の
全
作
品

に
わ
た

つ
て
、

そ

の

　

真

偽
を
判
定

し
、
制
作
年
代

を
推
定

し
た
上
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

つ
ま
り
、

「
年
譜

」
は
、
作
品

の
真
偽
判
定
と
制

作
年
代

考

証

の
結
論

と
し
て
作
製
さ
れ
る

べ
き
も

の
で
あ

る
。
私
も
当
然

「
年
譜

」
と

い

つ
し
よ
に
作
品

の
真
偽
判
定

と
制

作
年
代

に
関
す

る
考

証

も
発
表

す
る
予
定

で
を

つ
た
が
、
与

へ
ら
れ
た
紙
幅

の
制
限

か
ら
、
今
回

は

「
年
譜
」
だ
け
し
か
発
表

で
き
な
く

な

つ
て
し
ま

つ
た
。

真

偽
判
定

、
年

代
考
証

(
成
立
考

)
に

つ
い
て
は
、
追

つ
て
、
な
る

べ
く
近

い
将
来

に
発
表

し
た
い
と
考

へ
て
ゐ
る
こ
と

を
附
記

し
て
お

く

。年

譜

凡

例

乃
一

全
作
品

を
制
作
年
代
順

に
排
列

し
て

↓
連
番
号
を
附

し
た
。
(
同
年
同
季

の
作
品

に

つ
い
て
は
、
厳
密

に
は
制
作

の
順
序

が
判
定

で
き

な

い
場
合

が
少
く

な

い
。

さ
う
し
た
場
合

に
は
、
同

蝋
出
典
所
収

の
も

の
に

つ
い
て
は
出
典

に
お
け

る
排
列

の
順
序
、
出
典

の
異

る
場

合

に
は
、
発
句

の
季
語
等

か
ら
適
宜

順
序

を
与

へ
て
み
た
。
)

.

二

作
品
番
号

の
下

の

(

)

の
申

の
符

号
は
、

「
百

」
は
百
韻
、

「
歌
」
は
歌
仙

、

「
半

」
は
半
歌
仙

、

「
和
漢

」
は
和
漢
歌
仙

を
示

し
、
そ

の
他

は
す

べ
て
句

数

を
あ
ら

は
し
た
。
た
と

へ
ば

五
十
韻
は

「
五
〇

」
、
四
十
四
は

「
四
四
」
、
表

八
句

は

「
八
」
、

二
十
四

句

の
端
物

は

「
二
四
」

の
如
く

で
あ
る
。

三

附
句

は

(

)

で
か

こ
ん
で
、
そ

の

一
部

分
を
示
し
て
お

い
た
。

四

.
連
衆

は
全

員
を
最
初

の

一
巡

の
順

に
挙
げ

て
お

い
た
。
従

つ
て
、
最
初

に
挙
げ
て
あ

る
の
が
発
句

の
作
者

で
あ
る
。
ま
た
、
何
名

か

を
隔

て
て
出
て
く

る
作
者
は
、
そ

の
聞

に
・:
…

を
引

い
て
そ

の
こ
と
を
示
し
て
お

い
た
コ
こ
れ

に
よ

つ
て
作
品

の
成
立

の
事
情
も
見
う

一2一
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る
も

の
が
あ
る
で
あ
ら
う
。

五

出

典
は
、
原
則

と
し
て
最
古

の
板
本

を
挙
げ

る
こ
と
に
し
た
が
、
中

に
は

一
般

に
よ
く
知

ら
れ

て
ゐ
る
も

の
を

採

つ
た

場

合

も

あ

る
。
刊
本

の
な

い
も

の
は
、
信
頼
す
る

に
足

る
写
本
稿
本

に
よ

つ
た
。

六

備
考
欄

に
は
、
年
代
推
定

に

つ
い
て
参
考

に
な
る
事
項
、
な
ほ
考
慮
を
要
す

る
点

」
日
時

の
は

つ
き
り
ル
な

い
も

の
等

に

つ
い
て
適

宜

摘
記

し
た
。

七

普

通

の
芭
蕉
作
品
集

に
採

ら
れ
て

ゐ
る
作
品

の
申

、
真

偽

の
疑
は
し

い
も

の
と

し
て
本
年
譜

に
採
ら

な
か

つ
た
も

の
を

「
存
疑

」
と

し
て
後

に

一
括

し
て
掲
げ
た
。
こ
れ
ら

は
真
偽
判
定

の
考
証
を
経
て
、
芭
蕉
作
品
集

か
ら
除

き
去
ら

れ
る
べ
き
も

の
で
あ
ら
う
。
な

ほ

参
考

と
し
て
、
ぽ
れ
ら

の
存

疑
作
品

に
つ
き
、
賛
川
他
石
氏

の
年
代
推
定

(
日
本
名

著
全
集

『
芭
蕉
全
集
』

)
を
参
考

ま

で
に
記

し
て

お

い
た
。

制

作

年

代

作

口口口

 

年
謁
簸

亙

日
謡
種
類

発

句

(
附
句
)

連

衆

出

典

寛
文

五
乙
巳
(三
)

七
丁
未
(
茜
)

一
〇
庚
成

(
昌
ゼ
)

延
宝
三
乙
卯

(
三
二
)

二

 

避

三

一
(百
)
野
は
雪
に
か
る
れ
ど
か
れ

ぬ
紫
苑
哉

蝉
吟
・季
吟
・正
好

・
一
笑
・
一
以

芭
蕉
桃
青
翁

宗
房

御
正
伝
記

昌
(
附

)
(
1
今

を
峠

と
、
2
し
や
か
の
槍
、
3
お
だ
巻

の
)

三
(
附

)
(
1
が

け
作
り

、
2
冷
じ

き
)

宗
房

1
助
勝

・正
朝

・宗
房

2
長
忠

・
定
就

・
宗

房

四
(百
)
い
と
涼
し
き
大
徳
也
け
り
法
の
水

宗

因

・旋

画

・幽
山

・桃
青

・信
章

木
也

・
吟
市

・
少

才
・
似

春

,続

山

井

一

葉

集

談

林

俳

譜

備

考

貞
徳
十
三
回
忌
追

善
俳
譜
。

寛
文
七
年
、
も
し

く
は
そ
れ
以
前
作

年
代
推
定
は

豊

葉
集

』
に
よ
る
。

芭

蕉

連

句

年

譜

一3一



人

文

研

究

第
十

一
輯

'

四
丙
辰
(
三
三
)

五
丁
巳
(
三
四
)

六
成
午
(
三
5
)

、

誠
(
附

)
(
茄
子

の
煮
物

、
あ
な
蔵

の
ふ
た
、
か

ね
に
ズ
か
は
ん
)

六

(附

)
(
飾
竹

の
、
都
出

て
、
寝

て
ね
、三

ろ
魅
、
さ
ザ
ミ

は
)

七

(
百

)
此
梅

に
牛
も

初
音
と

暗

つ
べ
し

(

(
百

)
梅

の
風
俳
譜

国

に
さ
か

む
な
り

弛
(
歌
)
実
や
月
間
口
千
金
の
通
り
町

一〇
(百
)
色
付
や
豆
腐

に
落

て
薄
紅
葉

●

コ

(歌
)
わ
す
れ
草
煎
菜
に

つ
ま
ん
年

の
暮

三

(百
)
あ
ら
何
と
も
な
や
き

の
ふ
は
過

て
ふ
ぐ
と
汁

三

(百
)
物
の
名
も
蛸
や
古
郷

の
い
か
の
ぼ
り

一四
(百
)
さ
ぞ
な
都
浄
瑠
璃
小
歌
は
愛
の
花

蓋

(百
)
須
磨
ぞ
秋
志
賀
奈
良
伏
見
で
も
是
は

芙

(百
)
見
渡
せ
ば
眺
む
れ
ば
見
れ
ば
須
磨
の
秋

一七
一(
歌
)
の
ま
れ
け
り
都
の
大
気
江
戸
の
秋

酬八
(歌
)
青
葉
よ
り
紅
葉
散

け
り
旅
ぎ
せ
る

亮

(
歌
)
塩
に
し
て
も
い
ざ

こ
と
つ

て
ん
都
鳥

昌。
(附
～
(夘
遷

灘

亀

護

が醒

鍵

も
)

三

(
附

ソ
(

「
蚊

に
さ

～
れ
行

」
ほ
か

一
九
句
)

桃
青
桃
青
桃
青
・信
章

信
章
・桃
青

桃

青

・
二
葉
子

・
紀
子

・卜
尺

桃

青

・杉
風

・、

桃

青

・千

春

・信

徳

桃
青

・信

章

・信
徳

信
徳

・桃
青

・信
章

信
章

・信
徳

・桃
青

似

春

・
四
友

・桃
青

桃
青

・
四
友

・似

春

,

春
澄

・似

春

・桃
青

似

春

・春
澄

・桃

青

桃
青

・
春
澄

・似

春

1
、
2
、
3
、
4
宗
房

5
晩

秋

・桃

青

「
桃
青

ノ

江 江 続 当
戸 戸
両 両 連 世
吟 吟
集 集 珠 男

一
江
戸
通
り
町

琶

蕉

・
杉
風

 }
両
吟
一

葉

集

江

戸

三

吟

延
宝
末
魯

,

一

昌
二

(
附

)
(
鯛

売
声

に
、
ず

い
き

の
声
)

江 江 江 芝 芝 江 江

早早 旱 肴肴 豆豆
歌 歌 歌 ニ ニ仙 仙
仙 集 集 吟 吟

 

江
戸
通
り
町

江
戸
広
小
路

愚
句
(
桃
青
)

量

(百
)
錦
と
る
都
に
う
ら
ん
百

つ
～
じ

塵
塒

・
千

春
・
卜
尺

・暁

雲
』
共
角

芭
蕉

・
素
堂

・似
春

・昨

雲

・
言
水

:
:
.
嵐
蘭

・峡
水

一
真

澄

の

鏡

.

剛延
宝
四
年
又
は

そ
れ
以
前
作

。

又
は
六
年
作
か
。

五
年
又
は
そ
れ
以

前
作
か
。

へ
又
は
五
年
作
か
.

六
年
又
は
そ
れ
以

前
作
。

右
に
同
じ
。

蔑

-

一4-・

 

、



天
和
元
辛
酉

(
三
八
)

二
壬
成

(
三
九
)

三
癸
亥
(
四
〇
)

天

和

年

申

貞
享
元
甲
子

(
四
一
)

、

昌四
(吾
)
鷺
の
足
薙
脛
長
く
継
添

て

量

(百
)
春
澄
に
と

へ
稲
負
鳥
と
い

へ
る
あ
り

昌六
(百
)
世
に
有
て
家
立
ば
秋
の
野
中
哉

昌
七
(
四
)
附
贅

一
つ
愛
に
置
け
り
日
ク
露

昌
八
(歌
)
花
に
う
き
世
我
酒
白
く
食
黒
し

秀

(歌
)
詩
あ
き
ん
ど
年
を
貧

ル
酒
債
哉

三
〇
(歌
)
飽
や
こ
と
し
心
と
臼
の
轟
と

三

(附

)
(鳶
の
ゐ
る
花
の
賎
屋
と
)

言三

(歌
)
夏
馬
の
遅
行
我
を
絵
に
見
る
心
か
な

ゴ
三
(歌
)
胡
草
垣
穂
に
木
瓜
も
無
家
か
な

三
四
(
三
)
栗
野
老
山
歯
朶
尉
が
秋
こ
そ
あ
れ

三誠
(
二
)
芭
蕉
野
分
そ
の
句
に
草
鮭
か

へ
よ
か
し

三六
(
二
)
宿
ま
い
ら

せ
ん
西
行
な
ら
ば
秋
の
く
れ

三
七
(
二
)
華

の
咲
身
な
が
ら
草
の
翁
か
な

天

(
歌
)
師
の
桜
む
か
し
拾
は
ん
落
葉
哉

発

(
二
)
霜
寒
き
旅
寝
に
蚊
屋
を
着
せ
申
し

四〇
(
二
)
能
程
に
積
り
か
は
れ
よ
み
の
㌧
雪

四
一
(
六
)
此
海
に
草
鮭
捨
ん
笠
し
ぐ
れ

芭

蕉

連

句

年

・
譜

桃

青

・
其
角

・
才
丸

・
揚
水

其

角

・才
丸

・
揚
水

・桃

青

才

丸

・
揚
水

・桃
青

・其
角

揚
水

・
桃
青

・
其
角

・
才
丸

芭
蕉

二

晶

・嵐
雪

・其

角

・
嵐
蘭

其

角

・
芭
蕉

李

下

・
其
角

…
:
芭
蕉

(
は

せ
を
)

神巴
一焦
・
鷹
〔塒
・
一
晶

慶
塒

・
一
晶

・芭
蕉

青

府

・
一
品

・桃

青

李
下

・芭
蕉

雷
枝

・
翁

勝
延

・
翁

塔
山

・
芭
蕉

・
木
因

・如
行

.

如
行

・
芭
蕉

木

因

・
は

せ
を

芭

蕉

・
桐
葉

・
東
藤

・
叩
端

・
如
行

コ
山

i次 次 次 次

韻 韻 韻 韻

虚 虚 虚

1栗 栗 栗

蓑 一 谷
虫
庵 葉 木
小
集 集 因

 

一

葉

集

熱 幽 後 元 春 幽 春

暴 蘭 の 蔑 と 蘭 と
仙 集 旅 韻 秋 集 秋

又
は
三
年
作
か
。

又
は
二
年
作
か
。

以

下

六
孟

ま
で

『
野
ぎ
ら
し
紀
行
』

の
旅
中
の
作
。
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、

㍉

(
貞

享

元
)

＼

人

文

貞
享
二
乙
丑

(
四
昌
)

伽

研

究

第
十

一
輯

/
」

四
昌
(
二
)
し
の
ぶ
さ

へ
枯
て
餅
買
ふ
舎
り
哉

四
三
(歌
)
狂
句
こ
が
ら
し
の
身
は
竹
斎
に
似
た
る
哉

四
四
(歌
)
は

つ
雪
の
こ
と
し
も
袴
き

て
か

へ
る

豊

(
歌
)

つ
㌧
み
か
ね
て
月
と
り
落
す
舞
か
な

四
六
(
歌
)
炭
売
の
を
の
が

つ
ま

こ
そ
黒
か
ら

め

四七
(歌
)
霜
月
や
鶴
の
ぞ
く

な
ら
び
ゐ
て

四ハ
(
六
)
い
か

に
見
よ
と
難
面
う
し
を
う

つ
霰

究

(
三
)
市
人
に
い
で
是
う
ら
ん
笠

の
雪

吾

(四
)
馬
を
さ

へ
詠
む
る
雪
の
あ
し
た
哉

玉
一
(歌
)
海
く
れ
て
鴨
の
声
ほ
の
か
に
白
し

芭
蕉

・
桐
葉

善

芭

蕉

・野
水

・
荷
分

・
重

五

・杜

国

正
平

.

野

水

杜
国

・芭

蕉

・荷
分

・
重

五

正
平

杜

国

・
重
五

・
野
水

・
芭
蕉

・荷

分

正

平
重
五

・荷

分

・
杜
国

・野

水

・
芭
蕉

羽

笠

荷

号

・苗

蕉

・
重
五

・
杜
国

羽

笠

、

野
水
羽

笠

・荷

曾

・
重
五

へ
杜
国

・
芭
蕉

野

水

翁

・
抱
月

・
杜
国

芭
蕉

・
閑
水

・東

藤

・
桐
葉

翁

・
桐
葉

・東
藤

・
コ
山

琶

(
二
)
わ
れ
も
さ
び
よ
梅
よ
り
お
く
の
藪
椿

翌

(
二
)
梅
白
し
き
の
ふ
や
鶴

を
盗
ま
れ
し

茜

(三
)
梅
絶
え
て
日
永
し
桜
い
ま

三
日

至

(
三
)
我
桜
鮎
割
枇
杷

の
広
葉
哉

美

(
二
)
樫
の
木
の
花
に
か
ま
は

ぬ
す
が
た
か
な

毫

(
三
)
辛
崎
の
松
は
花
よ
ヴ
朧
に
て

雅
良
・翁

芭
蕉
・秋
風

湖
春
・翁

秋
風

・芭
蕉
・湖
春

芭
蕉
・秋
風

芭
蕉
・千
那

熱
口
三
歌
仙

冬

の

日

冬

の

日

冬

の

日

冬

の

日

冬

の

日

冬

の

臼

「

7

笈

日

記

熱
田
三
歌
仙

織

筥

物

語

春

と

秋

熱
田
三
歌
仙

春

と

秋

熱
田
三
歌
仙

春

と

秋

鎌

倉

街

道

一6-一



(貞

享

二
)

貞
享
三
丙
寅

(
四
三
)

鼠
ご
三四四六一

}

八
(
歌
)
何
と
ば
な
し
に
何
や
ら
床
し
重
草

昌
七

莞

(歌
)
つ
く
み
＼
と
榎
の
花
の
祖
に
ち
る

六
〇

(
一茜
)
杜
若
我

に
発
句

の
お
も

ひ
あ
り

四

六
唱
(歌
)
ほ
と

㌧
ぎ
す
愛
を
西

へ
か
ひ
が
し
へ
か

〆

杢

(
三
)
お
も
ひ
立
木
曽
や
四
月
の
さ
く
ら
狩

盗

(
歌
)
牡
丹
蘂
深
く
は
ひ
出
る
蜂
の
別
哉

六
四
(
二
)
夏
草
よ
あ
づ
ま
路
ま
と

へ
五
三
日

九

奎

(附
)
(
コ
一町
ほ
ど
」
ほ
か
九
句
)

昌

突

(百
)
涼
し
さ
の
凝
く
だ
く
る
が
水
車

き
話

六
七
(
百
)
日
の
春
を
さ
す
が
に
鶴
の
歩
み
哉

六
八
(
歌

)
,花
咲

て
七

日
鶴
見

る
麓
哉

究

(
二
)
古
池
や
蛙
飛
び
こ
む
水
の
音

ぎ

(
五
)
深
川
は
莫
さ
く
野
も
野
分
か
な

蕉

連

句

年

譜

芭
蕉

・叩

端

・
桐
葉

桐
葉

・
芭
蕉

・叩

端

・閑

水

・
東
藤

…
…
桂

揖

芭

蕉

・
知
足

・
桐
葉

・
叩
端
レ
業
言

自

笑

・如

風

・安

信

・
重
辰

如

行

・叩

端

・閑

水

・
は

せ
を
・

桐
葉

・
東
藤

・
コ
山

・桂

揖

は

せ

を
・
東
藤

・桂

揖

・
叩
端

・

桐
葉

・
コ
山

…
…
閑
水

芭
蕉

・
桐
葉

・
叩
端

知
足

・桃
青

翁清
風

・芭

蕉

・嵐
雪

・
其
角

・才
丸

コ
斎

・
素
堂

其
角

・文

鱗

・
枳
風

・
コ
斎

・芳

里

杉
風

・
仙
化

・
李

下

・挙

白

・朱
弦

蚊
足

・ち

り

・
芭
蕉

・
揚
水

・不

卜

千

春

・峡

水

芭
蕉

・
清
風

・
挙
白

・曽
良

・
コ
斎

其
角
は

せ
を

・其

角

風
爆

・芭
蕉

・
一
晶

・琴
蔵

・虚

洞

熱
田
三
歌
仙

熱
田
三
歌
仙

千

鳥

掛

幽

蘭

集

幽

蘭

集

ゆ
め
の
あ
と

千

鳥

掛

春

と

秋

芭
蕉
翁
古
式

之̀
俳
譜

璽

鶴

の

歩

一

橋

不

猫

蛇

丙

寅

紀

行

貞
享
元
-
二
年
作

芭

貞
享
三
年
以
前
作
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人

文

研

究

第
十

一
輯

,

し

七
一
(半
)
蜻
蛉

の
壁
を
抱
ゆ
る
夕
日
か
な

七
昌
(
三四
)
冬
景
や
人
寒
か
ら

ぬ
市

の
梅

嚇

・貞
享
四
丁
卯

(
四
四
)

戸

豊

(歌
)
久
か
た
や
こ
な
れ
ぐ

と
初
雲
雀

茜

(歌
)
花
に
遊

ぶ
虻
な
く
ら
ひ
そ
友
雀

麗

三

謹

(
三
)
卯
花
も
母
な
ぎ
宿
ぞ
冷
じ
き

実

(三
)
塒
せ
よ
わ
ら
ほ
す
宿
の
友
す
ゴ
め

(

老

(二
)
枯
枝
に
鳥
の
と
ま
り
け
り
秋
の
く
れ

湘

夫

(歌
)
時
は
秋
吉
野
を
こ
め
し
旅
の
つ
と

一〇
.
一
一
髭

(四
四
)
旅
人
と
我
名
よ
ば
れ
ん
初
馨

==

合

(半
)
江
戸
桜
心
か
よ
は
ん
い
く
し
ぐ
れ

(
一
(
δ
)
し
ろ
が
ね
に
蛤

を
め
せ
霜
夜
の
鐘

全

(
一〇
)
時
雨
く

に
鐙
か
り
置
ん
草
の
庵

(三
(歌
)
京
ま
で
は
ま
だ
な
か
そ
ら
や
雪

の
雲

五

(
四
(
歌
)
、め
づ
ら
し
や
落
葉
の
こ
ろ
の
翁
草

六

浩
荷

・
芭
蕉

・
露
沽

…
…
嵐
雪

濁
子

・
其
角

・
は

せ
を

・仙

風

・

枳
風

・
コ
斎

…

文

鱗

…

李

下

去
来

・
芭
蕉

・
其
角

・嵐
雪

芭
蕉

・
岩
松

・
古
益

・炉
方

芭
蕉

・
其
角

・
嵐
雪

松

江

・
桃
青

・
ソ
ラ

は

せ
を

・素

堂

露
浩

・
芭
蕉

・
浩
蓬

・
其
角

・
露
荷

沽
荷

・沽
徳

翁

・由

之

・
其
角

・
枳
風

・文

鱗

・

仙
風

.
魚
児

.
観
水

.金

峯

.嵐
雪

-
…

挙

白

濁
子

・
芭
蕉

・
嵐
雪

・
其
角

松

江

・翁

・
曽
良

・
依

々
・
泥
芹

水
捧

・
風
泉

・
夕
菊

・苔

翠

挙
白

・
芭
蕉

・
漢

石
・
コ
斎

・
其
角

卜
千

・嵐

雪

芭
蕉

・
業
言

・
知
足

・安

信

・
如
風

自
笑

・
重
辰

如
風

・芭
蕉

・安
信

・
重
辰

・
自
笑

知
足

・業

言

其

袋

幽

蘭

集

梅

の

草

紙

元

腺

風

韻

続

虚

栗

鹿

島

紀

行

冬
の
う
ち
わ

句

饒

別

続

虚

栗

句

饒

別

句

饒

別

句

饒

別

ヰ

鳥

掛

冬
の
う
ち
わ

以

下

八

二

ま
で

『
笈
の
小
文
』
の
旅

の
送
別
作
品
。

以
下

一
一
六
ま
で

『
笈
の
小
文
』
旅
申

の
作
品

。
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、

(
貞

享

四
)

==

 

=二二====コ二二三三 一二三

会

(歌
)
星
崎
の
闇
を
見
よ
と
や
鳴
千
鳥

老三義 九ゼ 六

 

一
八

二
〇

一三二
六犬

八六
(ガ
)
置
炭
や
更
に
旅
と
も
お
も
は
れ
ず

ハ七
(
三
)
麦
は
え
て
よ
き
か
く
れ
家
や
畑
村

八
八
(
六
)
焼
食
や
伊
良
古
の
雪
に
く
つ
れ
け
ん

萄

(
歌
)
笠
寺
や
も
ら
ぬ
窟
も
春
の
雨

巷

(
四
)
幾
落
葉
そ
れ
ほ
ど
袖
も
ほ
こ
ろ
び
ず

空

(
三
)
面
白
し
雪
に
や
な
ら
ん
冬

の
雨

窒

(
歌
)
磨
直
す
鏡
も
清
し
雪
の
花

湘
三
(
二
)
薬
の
む
さ
ら
で
も
霜

の
祝
か
な

九
四
(
二
)
檜
笠
雪
を
い
の
ち
の
舎
・り
哉

豊

(
三〇
)
凧
の
さ
む
さ
か
さ
ね
よ
稲
葉
山

突

(歌
)
た
め
つ
け
て
雪
見
に
ま
か
る
紙
子
哉

彰

(半
)
旅
人
と
我
見
は
や
さ
ん
笠

の
雪

朶

(
六
)
霰
か
と
ま
た
ほ
ど
か
れ
し
笠
や
ど
り

三

究

(歌
)
箱
根
越
す
入
も
あ
る
ら
し
今
朝
の
雪

四

一〇
〇
(半

)
た
び
寝
よ
し
宿
は
師
走
の
夕
月
夜

力

芭

蕉

連

句

年

譜

、

芭

蕉

・安
信

・自
笑

・
知
足

・奨

言

如

風

・
重
辰

越

人

・
知
足

・芭

蕉

は

せ
を

・越

人

・野

仁

知
足

・芭

蕉

・越
人

芭

蕉
桃
青

・
知
足

・
如
風

・
重
辰

・

安
信

・自
笑

・崖

言

荷
曾

・
芭
蕉

・
知
足

・
野
水

芭

蕉

・
自
笑

・
知

足

.

芭
蕉

・
桐
葉

は

せ
を

・起
倒

桐
葉

・
芭
蕉

落

梧

・芭
蕉

・荷

曾

・
越
人

・羽
笠

舟

泉

・
野
水

-

は

せ
を

・昌

碧

・無
洞

・
荷
伶
・・

野
水

・聴
雪

・越

人

・
舟
泉

如
行

・
は

せ
を

・桐

葉

如
行

・夕

道

・
荷
曾

・
野
水

・
は
ゼ
を

芭
蕉

・聴
雪

・
如
行

・
野
水

・越

人

荷

分
.

芭
蕉

二

井

・越

人

・
昌
房

・荷

曾

楚
竹

・
東
睡

千

鳥

掛

r

千 千 き 合 千
歓

鳥 鳥 の 鳥
い

掛 掛 び 掛

如 鐵 如 雪 千 千'

行 蕩 行 の 鳥 鳥

子 語 子 花 掛 掛

 

如

行

子

如

行

子

た
ね
た
は
ら

熱
田
三
歌
仙

二
二
i

二
四
日
作
。

二
四

日
頃

作
か

。

撃

日
作
か
0
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暑

_人 。

文

研

(貞

享

五
)

＼
元
隷
元
戌
辰
(
窒
)

昌

 

四六

一2

究

第
主

輯

,

,

(
二
)
歩
行
な
ら
ば
杖

つ
き
坂
を
落
馬
哉

一〇
昌
(
歌
)
何
の
木
の
花
と
も
し
ら
ず
匂
ひ
哉

一皇

(
宅
)
紙
衣
の
ぬ
る
と
も
折
む
雨
の
花

δ
四
(
二
)
時
雨

て
や
花
迄
残
る
ひ
の
木
笠

δ
話
(
二
)
さ
ま
ム
＼
・の
事
お
も
ひ
出
す
桜
哉

一〇
六
(
三
)
杜
若
語
る
も
旅
の
ひ
と

つ
か
な

6
七
(
二
)
し
る
べ
し
て
見
せ
ば

や
み
・の

～
田
植
寄

δ
(
(
歌
)
鼓
子
花
の
短
夜
ね
ぶ
る
昼
間
哉

眠

六

七

六

 、晃

凌自 ゼ

O/X

一究

(
六
)
ど
こ
ま
で
も
武
蔵
野
の
月
彫
涼
し

ご
O
(吾
)
蓮
池
の
申
に
藻

の
花
ま
じ
り
け
り

一
二

(
二
)
見
せ
ば
や
な
茄
子
を
ち
ぎ
る
軒
の
畑

一
三

(
三
)
蔵
の
か
け
か
た
ば

み
の
花
め
づ
ら
し
や

一
三

(
六
)
よ
き
家
や
雀
よ
ろ
こ
ぶ
背
戸
の
粟

二
四
(
歌
)
は

つ
秋
や
海
も
青
田
の
ひ
と
み
ど
り

芭
蕉
・土
芳

,芭
蕉

・
益
光

・
又
玄

・
雪
庵

・勝

近

清
里

…
…

の
人

芭
蕉

・
乙
孝

・
一
有

・杜
国

・
応
宇

葛
森

そ

の
女

・翁

芭
蕉

.
探
丸

子

愚
句
(
芭
蕉
)
・
一
笑

・万
菊

己
百

・
は

せ
を

芭
蕉

・
奇
香

・
筒
白

・自

笑

・
通
雪

松

洞

…
…
宜

秋

…
…
江

山
…
…

官

江

…
…

一
龍

寸
木

・
芭
蕉

・荷

奪

・越

人

・
落
梧

秋
芳

芦
文

・荷

曾

・
芭
蕉

・越

人

・惟

然

炊

玉

・
落
梧

・
蕉
笠

・己
百

・
梅
餌

露

盟

・
鴎
歩

・
捨
景

・
用
呂

・
東
巡

惟

然

・翁

荷
伶
・・落

梧

・翁

芭

蕉

・知

足

・安
信

は

せ
を

・
重
辰

・
知
足

・如

風

・

安
信

・自
咲

三

冊

子

芭
蕉
翁
俳
譜

集一

幅

半

笈

日

記

冬

扇

一
路

枇
杷
園
随
筆

笈

日

記

芭
蕉
扇
憐
譜

集水

月

一
双

つ

ば

さ

幽 千 笈 笈

蘭 鳥 日 日

集 掛 記 記

中
旬
作
。

一
五
日
以
前

作
。

中
旬
作

。
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℃

(
元

緑

元
)

元
腺
二
葛

巳
(
異
)

七

o「

四 ニニ

一
三

(歌
)
色
/

、
の
き
ぐ
も
ぴ
と
つ
の
匂
ひ
哉

=
六
く
歌
)
粟
稗
に
と
ぼ
し
く
も
あ
ら
ず
草
の
庵

=
ゼ
(
歌
)
雁
が
ね
も
し
つ
か
に
聞
ば
か
ら
び
ず

や

　

ヒ

ニ
八
(半

)
月
出
ば
行
燈
消

づ
ン
座
敷
か
な

二
九
(半
)
し
ら
菊
に
高
き
難
頭
お
そ
ろ
し
や

三
〇
(附
)
(打
提
る
、
ぬ
け
初
る
)

三
一
(歌
)
其
か
た
ち
見
ば
や
枯
木
の
杖
の
長
け

ご
三

(歌
)
雪

の
夜
は
竹
馬
の
跡
に
我

つ
れ
よ

三
嚇昌
(
歌
)
雪

ご
と
に
う
つ
ば
り
た
は
む
住
居
哉

三
四
(
歌
)
水
仙
は
見
る
ま
を
春
に
得
た
り
け
り

三
鼠
(歌
)
次
装
し
て
梅
改
む
る
匂
ひ
か
な

ゼ

三
六
(
歌
)
か
げ
ろ

ふ
の
我
肩
に
立
紙
子
哉

三
七
(
一.一)
月
花
を
両
の
挟
の
色
香
哉

三
(
(
歌
)
秣
負
ふ
人
を
枝
折
の
夏
野
哉

蕉

連

句

年

譜

叩

端

・楓
葉

・
は

せ
を
・
東
藤

・

コ
山

・閑

水

芭

蕉

・長

江

。荷

奪

・
一
井

・越

人

・

胡
及

・
鼠
弾

越

人

・
芭
蕉

越

人
・
苔

翠

・芭

蕉

・友

五
・夕

菊

泥
芹

・
依

々

杉

風

・越

人

・翁

・苔

翠

・友

五

・

夕

菊

・
依

々
・
泥
芹

し

へ

は

せ
を

芭
蕉

・夕

菊

・苔

翠

・
友

五
・
素
堂

路

通

・
曽
良

路
通

・
宗
波

・
友

五
・
は

せ
を

・

岱

水

・曽

良

・夕

菊

岱
水

・
路
通

・
は

せ
を

・友

五

・

曽

良

・宗

波

・
嵐
竹

・雨

洞

・夕
菊

縁

糸

路
通

・
杏
沓

・翁

・
塾
仙

・
泉
川

曽

良

・
前
川

・路
通

・
ば

せ
を

は

せ
を

・曽

良

・階
山

・
此
筋

露
浩

・
翁

芭
蕉

・
翠
桃

・曽
良

・翅
輪

・桃
里

幽

蘭

集

幽 幽 千'か 柱 暖 秋 幽
し

蘭 蘭 鳥 ま
紀

集 集 掛 行

の 蘭,

暦 野 日 集

陸

奥

衛

雪 真 春

ま 向 と

る

げ 翁 秋

'

貞
享
年
中
作
。

芭

一
二

八
-

一
五
五

は

『
奥

細
道

』
旅

申

の
作

。

三
1

一六
日

の
作

。
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、

{

(
元

腺

二
)

人

文

研

究

第
十

一
輯

四 四 四

一
六

幡茜

大 ユニ 四 四 四

ニ ー 九

六 六 六

昌

四
盛

六 六

四 〇

 

六ゼ

ゼ

ゼ

七

三
九
(
二
)
落
く
る
や
た
か
く
の
宿
の
ほ
と

、
ぎ

す

三
〇
(歌
)
風
流
の
は
じ
め
や
奥
の
田
植
歌

;
一
(歌
)
か
く
れ
家
や
目
だ

㌧
ぬ
花
を
軒
の
栗

三
一一
(
三
)
旅
衣
早
苗
に
包
食

ご
は
ん

一冒三

(
三
)
茨
や
う

を
ま
た
習

ひ
け
り
か

つ
み
草

三
四
(
四
)
雨
は
れ
て
栗
の
花
咲
跡
見
か
な

三
識
(
歌
)
五
月
雨
を
集

め
て
涼
し
最
上
川

.

一,三六
(歌
)
お
尋
の
我
宿
せ
ば
し
破
れ
蚊
帳

三
ゼ
(
三
)
水

の
お
く
氷
室
た
つ

ぬ
る
柳
哉

三
八
(
三
)
風

の
香
も
南

に
近
し
最
上
川

三
ん
(
歌
)
有
難
や
雪

を
め
ぐ
ら
す
風
の
音

一四
〇
(
歌
)
め
づ
ら
し
や
山
を
出
羽

の
初
茄
子

西
一
(
七
)
涼
し
さ
や
海
に
入
た
る
最
h
川

一窒

(
歌
)
あ

つ
み
山
や
吹
浦
か
け
て
夕
す
～
み

一四三
(三
)
忘
な
よ
虹
に
蝉
鳴
山
の
雪

茜
四
(一δ
)
文
月
や
六
日
は
常
の
夜
に
は
似
ず

一登

(美
)
星
今
脊
師
に
駒
牽
て
留
め
た
七

風
羅
坊

・曽

良

芭
蕉

・等
躬

・
曽
良

芭
蕉

・
栗
斎

・
等
躬

・
曽
良

…
-

.・須

竿

…
…
素
蘭

…
…
等
雲

曽
良

・
芭
蕉

・
等
躬

等
躬

・
曽
良
・
芭
蕉

桃
雪

・
等
躬

・芭
蕉

・
曽
良

翁

・
一
栄

・
曽
良

・
川
水

風

流

・
芭
蕉

・孤
松

・
曽
良

・
柳

風

…
…
如
柳

・木

端

芭

蕉

・風

流

・
曽
良

芭

蕉

・柳

風

・
木
端

翁

・露

丸
6
曽
良

・釣
雪

・珠
妙

・

梨
水

…
…
円

入

、

芭
蕉

・
重
行

・
曽
良

・呂

丸

翁

・令

道

・
不
玉

・完

連

・
曽
良

・

任
暁

・
扇
風

芭
蕉

・
不

玉

・
曽
良

会
覚
》
は

せ
を

・不

玉

翁

・
左
栗

・
曽
良

・眠
鴎

・
此
竹

布
嚢

・右
雪

…
…
義
年

右
雪

.
曽
良

・
芭
蕉
・…
:
更
也

「

＼

伊 信 雪

ま達 夫

る

衣 摺 げ

雪 雪 信 信 信

ま ま 夫 夫 夫

る る

げ げ 摺 摺 摺

 

一
雪

ま

る

げ

雪

ま

る

げ

花

摘

初

茄

子

奥
細
道
拾
遺

継

尾

集

継

尾

集

奥
細
道
拾
遺

金

蘭

集

二
二
i
二
三
日
作

一
一
九
日

作
か

。

二
九

日
作
か

。

一
コ

ニ
日

作
。

一
九
-

二

一
日
作
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(
元

腺

二
)

一ピ ーピ 七

〇 ノ～量
 老ノ㌦ 一ヒ

 

弛

昌
六冒

 

力

四

ナむ ヲ塾三

葵

(
四
)
薬
園
民

つ
れ
の
花
を
草
桃

一四
ゼ
(
四
)
寝
る
迄
の
名
残
也
け
り
秋
の
蚊
屋

一四
八
(半
)
残
暑
暫
手
毎
に
れ
う
れ
瓜
茄
子

西
沁
(
四
四
)
し
ほ
ら
し
き
名
や
小
松
ふ
く
萩
芒

一吾

(吾
)
ぬ
れ
て
行
人
も
お
か
し
や
雨
の
萩

三
一
(歌
)
馬
か
り
て
燕
追
行
わ
か
れ
か
な

三
二
(二
)
も

の
書
て
扇
引
さ
く
名
残
か
な

三
二
(半
)
聾
あ
ら
し
に
鳩
吹
立
る
行
脚
哉

玉
四
(歌
)
は
や
う
咲
九
日
も
近
し
宿
の
菊

三
五
(
二
)
胡
蝶
に
も
な
ら
で
秋
ふ
る
菜
む
し
哉

三
六

(
二
)
秋
の
暮
行
先
ー

の
苫
屋
か
な

三
ゼ
(
歌
㌧

一
泊
り
見
か
は
る
萩
の
枕
か
な

八一

三
八
(歌
)
い
ぎ
子
供
は
し
り
あ
り
か
ん
玉
霰

蓋
九
(
歌
)
霜
に
今
行
や
北
斗
の
星
の
前

芭

蕉

連

句

年

ノ

譜

翁

・
棟
雪

・更

也

・
曽
良

小

春

・芭
蕉

・曽
良

・北
枝

芭
蕉

・
一
泉

・左
化

・
ノ
松

・
竹
意

語
子

・雲

口
・乙
州

・如
柳

・北
枝

曽
良

・流
志

・
…
…
浪

生

翁

・鼓

蜂
.・北
枝

・斧

卜

・
塵
生

・

志
梧

夕
市

・致

益

・歓

生

・
曽
良

翁

・
歓
生

・
曽
良

・
北
枝

＼

北
枝

・
曽
良

・翁

翁

・
北
枝

不

知

・
菊

口
・芭

蕉

・如

行

・左
柳

残
香

・斜
嶺

・恕

風

翁

・
左
柳

・路

通
・文

鳥

・
越

人

・

如

行

・
荊

甲

此
筋

・木
因

・残
香

曽
良

・斜
嶺

翁

・如
行

木
因

・翁

路

通

・蘭
夕

・
白
之

・残
夜

・
芭
蕉

曽
良

・木
因

芭
蕉

・良

品

・梢

風

・
三
薗

。土

芳

半
残

百
歳

・
式
之

・芭

蕉

・夢

牛

・村
鼓

椀
市

・梅
額

雪

ま

る

げ

ゆ
め
の
あ
と

花

の

故

事

草

の
あ
る
じ

桃 卯 卯 一

の 辰 辰 葉

白

実 集 集 集

 

桃

の

白

実

木

葉

集

芭 笈 後

蕉 日 の

林 記 旅

 

壬

生

山

家

一
六
日
作
か

。

四

日
作
か

。

㌔

三
i

六

日
作
か

。

六
日
作
か

。

元
隷

二
年
作
か
。
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＼



♂

人

文

研

究

第
十

一
輯

.元
緑
三
庚
午

.(
四
七
)

コ二

六二三

宍
O
(吾
)
暁

や
雪
を
す
き
ぬ
く
藪

の
月

芙
一
(
二
)
少
将
の
尼
の
は
な
し
や
志
賀
の
雪

宍
二
(
歌
)
鶯
の
笠
落
し
た
る
椿
か
な

一杢

(
歌

)
種
芋

や
花

の
さ
か
り

に
売

あ
り
く

一六
四
(
四
〇
)
木

の
も
と

に
汁

も
鰭

も
桜

か
な

一
奎

(
歌

)
木

の
も

と
に
汁
も
鰭

も

さ
く
ら
か
な

芙
六
(
歌
)
木
の
も
と
に
汁
も
囎
も
桜
か
な

宍
七
(
歌
)
い
ろ
く

の
名
も
む
つ
か
し
や
春
の
草

一交

(
歌
)
市
申
は
物
の
に
ほ
ひ
や
夏
の
月

芙
九
(歌
)
秋
立
て
干
瓜
辛
き
雨
気
か
な

一七
〇
(歌
)
灰
汁
桶

の
雫
や
み
け
り
き
り
み
＼
す

一当

(
二
)
見
送
り
の
う
し
ろ
や
寂
し
秋
の
風

一七二
(半
)
白
髪

ぬ
く
枕
の
下
や
き
り
み
＼
す

一必
三
(
一.一
)
月
し
ろ
や
膝
に
手

を
置
宵
の
宿

一茜

(
歌
)
月
見
す
る
座

に
う
つ
く
し
き
顔
も
な
し

一豊

(
三
)
稗
柿
や
鞠

の
か

㌧
り
の
見
ゆ
る
家

園

風

・梅
額

・
半
残

・土

芳

・
良
品

風
麦

・
芭
蕉

・木

白

…
…
配

力

芭

蕉

・智
月

桃
青

・乍
木

・
百
歳

・
村
鼓

・
式
之

梅
額

・
一
桐

・櫨
市

・呉
雪

翁

・半
残

・土
芳

・
良
品

は

せ
を

・風
麦

・
良
品

・土

芳

・

雷

洞

…
・:
半
残

…
三
薗

…
木
白

翁

・風

麦

・
良
品

・土

芳

・雷

洞

…
…
半
残

…
…
三
薗

芭
蕉

・
珍
碩

・曲
水

珍
碩

・翁

・
路
通

・・

荷

奪

・

越
人

凡
兆

・
芭
蕉

・去

来

及

肩

・
珍
碩

・之
道

・
日
旦
房
・
正
秀

探
志

・
翁

凡
兆

・
芭

蕉

・野
水

・去

来

翁

・
野
水

芭

蕉
・
之

道

・珍
碩

翁

・正

秀

芭
蕉

・
尚
白

珍
碩

.之

道

.翁

智 俳芭

月 藷蕉

真

蹟 集翁

 

何

袋

已

ケ

光

花
は
さ
く
ら

蓑
虫
庵
小
集

ひ ひ

さ さ

ご ご

 

猿

蓑

江

鮭

子

江 夕 笈 江 み 猿

鮭 顔 日 鮭 お
の か

子 歌 記 子 ほ 蓑

才

一
八
句
ま
で
は

前
巻
と
同
じ

。
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(
元

腺

三
)

元
豫
四
辛
未

(
四
八
)

昌
六

西八

芙

一実

(
歌
)
鳶
の
羽
も
刷
ぬ
は

つ
し
ぐ
れ

一老

(
歌
)
ひ
き
起
す
霜
の
薄
心
朝
の
門

宅
八
(歌
)
さ
び
し
さ
の
底

ぬ
け
て
降
塞
か
な

宅
九
(歌
)
半

日
は
神
を
友

に
や
と
し
忘

天
O
(歌
)
梅
若
菜
ま
め

こ
の
宿
の
と
ろ

㌧
汁

ス
一
(
歌
)
梅
若
菜
鞠
子
の
宿
の
と
ろ

～
汁

一全

(
五
).
芽
出
し
よ
り
二
葉
に
茂

る
柿

の
実

一盆

(歌
)
蝿
な
ら
ぶ
は
や
初
秋
の
日
数
か
な

ス
四
(歌
)
牛
部
屋
に
蚊
の
声
よ
は
し
秋

の
風

一会

(歌
)
や
す
く

と
出

て
い
ぎ
よ
ふ
月
の
雲

●

去

来

・
芭
蕉

・
凡
兆

・史

邦

丈
草

・支
考

・
翁

・史

邦

・
去
来

・

野

童
丈
草

・去

来

・翁

・鼠

弾

芭

蕉

・
示

石
・
凡
兆

・去

来

・
景
桃

ぽ

乙

州

・
史

邦

・
玄

哉

・・…

好

春

芭

蕉

・
乙
州

・
珍
碩

・
素

男

…
…

智

月

・
凡
兆

:
ン
・去
来

:
・正
秀

…
…
半
残

・土

芳
…
園

風

・
猿
錐

…
…
嵐
蘭

・史

邦

・
野
水

・羽

紅

風
羅

坊

・
乙
州

・
珍
碩

・
素

男

…

智

月

・
凡
兆

.…
-
去
来

…
探
志

其
角

・路

通

・曲
水

…
-
里
東

・

芹
花

…
…
素

葉

・
寒
水

・
落
荷

…
…
飛
陰

史

邦

・
蕉

・去

・
丈

・乙

去

来

・
翁

・
路
通

・
丈
草

・
惟

然

芭
蕉

・
路
通

・
史
邦

・
丈
草

・
去

来

野
童

・正

秀

は

せ
を

・
成
秀

・
路
通

・
丈
草

・

盤
子

・
絡

睡

・正
則

・楚

江

・勝

重

葦
香

・
兎
苓

…
…
正

幸

・
重
吉
…

重
民

…
…
柴
畿

…
柳

涜
…
絃

五

鵜 猿

の

音 蓑

 

一

葉

集

物

の

親

芭

蕉

連

句

年

譜

猿

蓑

勧

進

牒

嵯

峨

日

記

折

つ
㌧

じ

星

会

集

堅

田

集

/

才
二
〇
句

(
二
表

才
二
句
)
ま

で
は

前
巻
と
同
じ
。

一.15-一



(
元

緑

四
)

人

文
沁

一
〇

一
〇

一
〇

一
〇

一
〇〈

研

究

第
+

一
輯

一朶

(
歌
)
御
明
し
の
消
て
夜
寒
や
轡
む
し

ス
七
(
歌
)
う
る
は
し
き
稲
の
穂
並
の
朝

日
か
な

三八

天
八
(
二
)
草

の
戸
や
日
暮

て
く
れ
し
菊
の
酒

一発

(
二
)
た
ふ
と
が
る
涙
や
そ
め
て
ち

る
紅
葉

拓
つ
(
二
)
木
嵐
に
手

を
あ

て
て
見
む

一
重
壁

晃
一
(半
)
も
ら
露
ほ
ど
け
ふ
は
時
雨
よ
草

の
屋
ね

一些
ス

ニ
)
奥
底
も
な
く
て
冬
木
の
梢
か
な

一
一豊

(
三
)
水
仙
や
し
ろ
き
障
子
の
と
も
移
り

一茜

(
歌
)
其
に
ほ
ひ
桃
よ
り
白
し
水
仙
花

一窒

(
歌
)
此
里
は
山
を
四
面
や
冬
籠
り

一突

(
三
)
其
不
二
や
五
月
晦
日

二
里
の
旅

一窒
(和
漢
》
破
風
口
に
日
影
や
よ
は
る
夕
涼

探
志

・
正
秀

・
昌
房

・盤

子

・翁

・

及

肩

・楚

江

路
通

・昌

房

」
芭
蕉

・
正
秀

・
野
径

'

乙
州

・
画
好

・
珍
碩

・盤

子

・里

東

探
志

・遊

刀

翁

・乙

州

翁

・李
由

規

外

・翁

斜
嶺

・如

行

・
芭
蕉

・荊

口

⊥
又
鳥

此
筋

・左
柳

・如
風

・残
香

・千

川

露
川

・翁

は

せ
を

・
梅
人

・
支
考

・
湖
水

・

弁

三

・桃
林

・馬
暗

・野
幽

・利
雨

越

人

・臨

高

翁

。
白
雪

・桃
隣

・芦
雁

・
支
考

・

以
之

・扇
車

・淡
水

・桃

先

・桃
後

桃
里

・
雪
丸

支
考

・淡
水

・白
雪

・雪
丸

・芦
雁

桃
隣

・
扇
車

・以
之

・桃
先

・桃
後

芭
蕉

素

堂

・
露
浩

・翁

芭
蕉

・素
堂

菊 俳芭

の 譜蕉

露 集翁

後 国 笈 笈

の の 日 日

旅 花 記 記

 

笈

日

記

霰

筥

物

.語

茶

草

子

俳

譜

曽

我

翁

草

三
日
月
日
記

上
旬
作

。

一
〇

日

作
か

。

元
隷
四
年
作
か
。

二
〇
日
作
が

。

下
旬
作

。

下
旬
作

。

元
腺
五
年
作
か
。
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＼



元

隷

五
壬
申

-

(
究
)

元
腺
六
癸
酉
(
吾
)

釦

一突

(
歌
)
青
ぐ
て
も
有

べ
き
も
の
を
唐
辛
子

亮
九
(
歌
)
苅
か

ぶ
や
水
田
の
上
の
秋
の
雲

、

凶δ
O
(三
)
寒
菊
の
隣
も
あ
か
や
い
け
大
根

き
一
(
歌
)
口
切
に
堺
の
庭
ぞ
な

つ
か
し
き

δ

昌
O
昌
(
歌
)
け
ふ
ば
か
り
人
も
年
よ
れ
初
時
雨

δ

三

き
蕊
(半
)
月
し
ろ
を
い
そ
ぐ
や
う
な
り
村
時
雨

輔δ
四
(
歌
)
洗
足
に
客
と
名
の
付
寒
さ
か
な

き
厳
(半
)
木
枯
し
に
ヲ
め
る
間
お
そ
き
入
湯
哉

三

き
零
(
歌
)
水
鳥
よ
汝
は
誰
を
恐
る
翫
ぞ

、三

き
七
(
歌
)
打
よ
り
て
花
入
探
れ
ん
め
つ
ば
き

一三

昌
〇
八
(三
)
と
し
忘
れ
盃
に
桃
の
花
書

ン

昌〇
九
(八
)
小
傾
城
ゆ
き
て
な
ぶ
ら
ん
年
の
暮

三
〇
(
歌
)
野
は
雪

に
河
豚
の
非
を
し
る
わ
か
な
哉

三
一
(
三
)
梅
が
香
や
通
り
す
ぐ
れ
ば
弓
の
音

・

蕉

連

年

句

譜

芭
蕉

・洒

堂

・
嵐
蘭

・
岱
水

洒
堂

・
嵐
竹

・
芭
蕉

・
北
簾

・嵐
蘭

(
…
…
昌
房

・去

来
等
)

許

六

二
翁
畠
風
詑閾

芭
蕉

・
支
梁

・嵐
蘭

・利

合

・洒

堂

岱
水

・
桐
璽

・
也
竹

は

せ
を
・
許

六
・
洒
堂

・
岱
水

千

川

・
芭
蕉

・
此
筋

・
左
柳

・洒

堂

海
動

・
岱
水

…
…
嵐
蘭

…
丈
草

洒

堂

・
許
六

・
芭
蕉

・
山風
藺
…

荊
口

・洒

堂

・
芭
蕉

・
此
筋

・
左
柳

大
舟

・千

川

兀
峰

・翁

・洒

堂

…
…

里
東

…
…

其
角

芭

蕉

・彫
巣

・晋

子

・黄

山

・
桃
隣

銀

杏

洒

堂

・素

堂

・
芭
蕉

,

其
角

・漢

石

・
は

せ
を

・
普
船

・

(
盤
子

・史

邦

・去
来

・
丈
草

)

涼

葉

・千

川

・
芭
蕉

・宗

波

・
此
筋

濁

子

…
…
左
柳

毛

紬

・許

六
・
翁

深 桃 深

の

白

川 実 川

深 笈 深 深

日 、

川 記 川 川

小 深 句 桃

春 兄 実

笠 川 弟 集

 

鄙

懐

紙

金

蘭

集

九
月

二
十
日
余
作
。

初
旬
作
か
。

二

二
日

作
か

。 ノ

芭

一 ユ7一



人

、
文

研

究

第
十

一
輯

(
元

豫

六
)

四八

三

八

宍

九

 

1ー
一
〇

二
〇

三
昌
(
二
)
春
風
や
麦

の
申
行
水
の
音

三
三
(三
)
春
嬉
し
野
は
蝶
鳥
に
な

つ
か
し
く

三
四
(
歌
)
篠
の
露
袴
に
か

け
し
茂
り
哉

三
温
(
歌
)
風
流
の
ま
こ
と
を
鳴
や
ほ
と

㌧
ぎ
す

三
六
(
歌
)
朝
顔
や
夜
は
明
け
き
り
し
空
の
色

「

三
ゼ
(
歌
)
初
茸
や
ま
だ
日
数
経

ぬ
秋
の
露

三
八
(
歌
)
帷
子
は
日
々
に
す
さ
ま
じ
賠
の
声

三
弛
(半
)
名
月
や
さ

㌧
ふ
く
雨
の
は
れ
を
ま

て

三
δ

(
歌
)
い
ざ
よ
ひ
は
と
り
分
闇
の
は
じ
め
哉

昌三

(歌
)
十
三
夜
あ
か

つ
き
闇
の
は
じ

め
か
な

…
三

(三
)
月
や
そ
の
鉢
木
の
日
の
ひ
た
面

二
一三

(三
)
漆

せ
ぬ
琴
や
作
ら

ぬ
菊

の
友

　

一三
四
(
歌
)
振
売
の
雁
あ
は
れ
也
ゑ
び
す
講

ξ
ヨ
(
曽三
)
寒
菊
や
小
糠
の
か

、
る
臼

の
傍

昌
昊

(
歌
)
い
さ
み
立
鷹
引
す
ゆ
る
嵐
か
な

島昌
や
(
歌
)
い
さ

み
立
鷹
引
居
る
嵐
か
な

一三
八
(
歌
)
芹
焼
や
す
そ
輪
の
田
井
の
初
氷

一三
九
(
六
)
武
士
の
大
根
か
ら
き
は
な
し
か
な

木

導

・翁

其
角

・
i

・芭
蕉

芭
蕉

・千
川

・涼

葉

・左
柳

…

(三
)

凍

葉

・
芭
蕉

・
青
山

。曽
良

・
濁
子

嵐
蘭

・岱

水

・
曲
翠

・嵐
雪

史

邦

・
浩

圃

・
翁

・
魯
可

…
…

里

圃

・
乙
州

翁

・
岱
水

・
史

邦

・半
落

・
嵐
蘭

史
邦

・
は

せ

を
・
岱
水

濁
子

・芭
蕉

・
千
川

・
凍
葉

・
此
筋

芭
蕉

・
濁
子

・
岱
水

・
依

々
…
…

馬
克
ン
ー
曽

良
…

-
涼
葉

濁

子

・
曽
良

・
芭
蕉

・史

邦

・
杉
風

岱
水

・
凍
葉

翁

・
浩

圃

・其

角

素

堂

・
翁

・浩

圃

芭
蕉

・野
披

・孤
屋

・利
牛

芭
蕉

・野
波

里
圃

・
浩
圃

・
芭
蕉

・馬

克

里
圃

・浩
圃

・馬
菟

・
芭
蕉

芭
蕉

・
濁
子

・涼
葉

芭
蕉

.
玄
虎

.
舟
竹

笈

日

記

金

蘭

集

鄙

懐

紙

俳
譜
歌
仙
七

部
拾
遺

・

翁

草

鄙 鄙 小 猿

懐 懐 文 舞

紙 紙 庫 師

レ

 

鄙

懐

紙

金 鄙 こ 続 初 炭 翁 翁
乏

蘭 懐 葉 猿
の

集
一紙 軍 蓑 便 倖 草 草

四
月
九
日
以
前
作
。

一兀
腺
六
年
作
か
。

元
隷
六
年
作
か
。
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(
元

腺

六
)

光

腺
七
甲
成

(
亜

)

量
O
(一西
)
う
し
ろ
風
鳶
の
身

ぶ
る
ひ
猶
寒
し

二
三

(歌
)
雪
の
松
お
れ
口
み
れ
ば
爾
寒
し

一三
二
(半
)
雪

や
ち
る
笠
の
下
な
る
頭
巾
ま
で

昌
三
三
(
歌

)
生
な

が
ら

ひ
と

つ
に

こ
ほ
る
生
海
鼠
哉

一三
四
へ八
)
年
た
つ
や
家
中
の
礼
は
星
月
夜

二
三五
(三
)
長
閑
さ
や
寒
の
残
り
も
三

ケ

一

一三
六
(三
)
雛
な
ら
で
名
乗
を
名
乗
る
人
も
が
な

暑
七
(歌
)
む
め
が

㌧
に
の
つ
と
日
の
出
る
山
路
か
な

一三
八
(歌
)
傘
に
お
し
分
見
た
る
柳
か
な

昌
三九
(
歌
)
五
人
ふ
ち
取

て
し
だ
る

、
柳
か
な

二
四〇
(
歌
)
八
九
間
空
で
雨
降

る
柳
か
な

茜

一
(半
)
水
音
や
小
鮎

の
い
さ
む
二
隈
瀬

、

茜
昌
(
歌
)
空
豆
の
花
さ
ぎ
に
け
り
麦
の
縁

昌四
三
(歌
)
紫
陽
草
や
藪
を
小
庭
の
別
座
敷

茜
四
(
歌
)
新
麦
は
わ
ぎ
と
す

㌧
め
ぬ
首
途
か
な

蕉

連

句

年

譜

玄
虎

・
舟
竹

・芭
蕉

杉
風

・
孤
屋

・芭
蕉

・
子

珊
・
桃
隣

利

牛

・
岱
水

・
野
披

…
…
浩
圃

・

石
菊

・
杉
風

…
…
利

合

・
依

々
…

(

曽
良

杉
風

・
翁

・
岱
水

・
依
々

・
曽

良

…
-
野

披

芭

蕉

・
岱
水

…
…
杉
風

其
角

・介

我

・岩

翁

・枳
風

・彫

巣

横
几

・
芭
蕉

・仙

化

利

牛

・
岱
水

・翁

ー

ー

・
浩

圃

・
翁

芭
蕉

・
野

坂

芭
蕉

・
涼
葉

・
野
波

・
利
牛

・
堂
波

曽
良

・
濁
子

野
披

・
芭
蕉

芭
蕉

・
浩
圃

・
馬
克

・
里
圃

湖
風

・
翁

・
法
蓬

'・
利

牛

:
:

桃

隣

…
…
曽
良

孤
屋

・
芭
蕉

・
岱
水

・利
牛

芭
蕉

・
子

珊

・杉
風

・桃
隣

λ
桑

・

山
店

・
芭
蕉

多

扇

一
路

炭

俵

継

は

し

静
巴

木

曽

谷

、

萩

の

露

鄙 炭 翁 一一

懐 葉

紙 俵 草 集

小 別 炭 俳芭 続 続
辱

文 座 譜蕉 猿 寒

庫 敷 俵 集翁 蓑i菊

初
旬
作
。

元
藤
七
年
作
か
。
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・
人

文

(元

豫

七
)

五3t

 

閏
鋸

ノ

茜一三

六

芙三
六

窟
研

究

第
+

一
輯

昌
窒

(
二
)
や
は
ら
か
に
た
け
よ
こ
と
し
の
手
作
麦

茜
六
λ
歌
)
世
は
旅
に
代
か
く
小
田
の
行
戻
め

茜
七
(
半
)
水
難
鳴
と
人
の
い
へ
ば
や
佐
屋
泊

茜
八
(
歌
)
柳
小
折
片
荷
は
涼
し
初
真
瓜

茜
力
(
歌
)
牛
な
が
す
村
の
さ
は
ぎ
や
五
月
雨

、

噌蓋
O
(
歌
)
鶯
に
朝
日
さ
す
也
竹
閤
子

二笹

(歌
)
葉
が
く
れ
を
こ
け
出

て
瓜
の
暑
さ
哉

二
琶

(歌
)
夕
顔
や
蔓
に
場

を
と
る
夏
座
敷

昌
歪

(
歌
)
夕
顔
や
蔓
に
場
を
と
る
夏
座
敷

量
四
(
二
)
菜
種
ほ
す
む
し
ろ
の
端
や
夕
涼
み

昌
蓋

(
歌
)
夏

の
夜
や
崩

て
明
し
冷
し
物

昌
美

(
歌
)
秋
ち
か
き
心
の
寄
や
四
畳
半

量
七
(
三
)
ひ
ら
く

と
あ
が
る
扇
や
雲

の
み
ね

量
八
(三
〇
)
残

る
蚊
に
袷
着
て
寄
る
夜
寒
哉

昌
莞

(
歌
)
つ
ふ
ー

と
掃
木
を
も
る
㍉
榎
実
哉

如

舟

・
は

せ
を

翁

・荷

骨

・巴

丈

・
越

人

・
長
江

桃

里

・
傘
下

・
桃
首

・
犬

椿

:
:
:

警は
せ
を

・露

川

・素

覧

・

芭
蕉

・洒
堂

・
去
来

・支

考

・丈
草

素

牛

,

調

竹

・
去
来

漕芭

蕉

・惟

然

・
丈
草

支
考

…
…
野
明

浪
化

・去
来

…
…
芭
蕉

去
来

・浪
化

・之
道

・
芭
蕉

・
丈
草

支
考

ギ惟

然

・
野
童

・野
明

為

有

・
翁

・素

牛

・鳳
偲

…
…
等

為

有

・
翁

・
惟

然

航
鳳
偲

…
…

(
露

川

・如

行

・松
星

・夷

始
)

働

曲

翠

・
翁

芭
蕉

・
曲
翠

・
臥
高

・惟

然

・支
考

翁

・
木
節

惟

然

・支

考

翁

・
安

世
・
支
考

・
空
芽

・
土
龍

丹
野

雪

芝

・
翁

・風

麦

・玄

虎

・苔

蘇

望
翠

・唯

然

・土

芳

・雪

芝

・猿

錐

翁

・卓

袋

・
九
節

ゆ真芭

ず蹟蕉

り

物 集翁

 

笈

日

記

市

鼻
の

庵

砂

川

集

と

な

み

山

と

な

み

山

ゆ

ず

り

物

桃 鳥 続 寒 部歌

の 猿 日 拾仙

舐 道 蓑 記 遣七

 

壬
往

山

家

壬

生

山

家

中
旬
作
。

矛
二
二
句
ま
で
は

前
巻
と
同
じ
。

路
通
等
に
よ
つ
て

継
が
れ
歌
仙
満
尾
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(
元

豫

七
)

二
八

七八

弛

ん

　一

/

美
O
(
二
)
折
々
や
雨
戸
に
さ
わ
る
荻
の
声

昌
峯

(
歌
)
あ
れ
ー

て
末
は
海
行
野
分
哉

昌杢

(
六
)
い
な
づ
ま
に
額
か

、
え
る
戸

口
か
な

昊
三
(
一六
)
松
茸
や
都
に
ち
か
き
山
の
形

呂
六
四
(
歌
)
松
茸
や
し
ら
ぬ
木

の
葉
の

へ
ば
り

つ
き

昌
盗

(
吾
)
松
風
に
新
酒
を
す
ま
す
夜
寒
哉

九

四

美
六
(
歌
)
猿
蓑
に
も
れ
た
る
霜
の
松
露
哉

昌杢

(
歌
)
升
買
て
分
別
か
は
る
月
見
か
な

一
四

力施湘

 

昌
六

九

昌
七

幽

二
交

(
歌
)
秋
む
は
や
は
ら

つ
く
雨
に
月
の
形

昌六
九
(半
)
秋
の
夜
を
う
ち
崩
し
た
る
噺
か
な

昌
ぎ

(
三
)
秋
風
に
吹
れ
て
赤
し
鳥
の
足

昌
当

(半

)
此
道
や
行
人
な
し
に
秋
の
暮

老
『
(
歌
)
白
菊
の
目
に
立

で
見
る
塵
も
な
し

昌
ゼ三
(附
)
(
「
そ
の
鬼
見
た
し
」
ほ
か

一
四
句
)

昌
茜

(附
)
(
咲
花
に
)

芭

蕉

連

句

年

譜

雪

芝

・翁

猿
錐

・芭
蕉

・配

力

・望

翠

・土

芳

卓
袋

…
…
苔
蘇

土

芳

・猿

雌

・
翁

惟

然

・土
芳

・
猿
錐

・翁

・

翁

・文

代
・
支
考

・雪
芝

・猿
錐

・

望
翠

・惟

然

・卓
袋

…
-
荻

子

支
考

・
猿
錐

・翁

・雪

芝

・惟

然

浩
圃

・
芭
蕉

・
支
考

・惟

然

翁

・
畦
止

・惟

然

・
洒

堂

・
支
考

之
道

・青

流

翁

・
キ
柳

・
支
考

・
洒
堂

。
游

刀

惟

然
・
車
庸

…
…
之
道

芭
蕉

・車

庸

・
洒
堂

・游

刀

・誠
竹

惟

然

・支
考

洒
堂

・誠

竹

・
は

せ
を

芭
蕉

・泥

足

・
支
考

・游

刀
・
之
道

車
庸

・洒
堂

・畦

止

・惟

然

・亀

柳

芭
蕉

・園

女

・
誠
竹

・
謂
川

・支
考

惟

然

・
洒
堂

・
舎
羅

・何
中

翁

,

は

せ
を

学

葉

集

今

日

の

昔

住 続 蜜 俳芭 一 一

嘉 猿 馨 譜蕉 葉 葉
語 蓑 色 集翁 集 集

 

画

兄

弟

松

濤

集

其 柴

便 橋

 

菊

の

、
塵

一

葉

去

、
来

抄 集

八
月
九
日
以
前
作

九
月
三
日
以
前
作

一
八
日
作
か

。

貞
享
元
蔵
年
中
作

貞
享
元
藤
年
中
作
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存

疑
.
人

文

研

究

第
十

一
輯

制
作
年
代
(
賛
川
氏
)

天

知

年

申

兀 兀 兀 兀 兀 兀 兀

腺 腺 腺 緑 緑 隷 腺

六
五 五 五 二 ニ ニニ年

か 年 年 年 年 年 年

 

元
緑
元
年
冬
な
ら
ん

年 脇 年 元 年 年 延

次 年 次 毬 次 次 宝
次 奪 七
不 不 不 矢 不 不 年

明 明 明 る 明 明 か

種
類

発

句

　 　 　 　 ノ　　 　 　 　 ノへ 　

き 歌 歌 歌 歌 歌 歌 歌 歌 歌
))))))))))

((((((((

附 三 二 二 二 三 三 八
))))))))

時
節
嚥
伊
賀
の
山
越
華

の
雪

い
ぎ
か
た
れ
馳
走
は
な
く
も
ふ
ゆ
ご
も
り

す
望
し
さ
を
我
や
ど
に
し
て
ね
ま
る
也

、

お
き
ふ
し
の
麻

に
あ
ら
は
す
小
家
か
な

あ
な
む
ぎ
ん
や
な
冑
の
下
の
き
り
ぐ

す

鷲
や
餅
に
糞
す
る
縁
の
先

蒲
蕩
に
け
ふ
は
売
か
つ
若
菜
哉

両
の
手
に
桃
と
桜
や
草
の
餅

重
く

と
名
月
の
夜
や
茶
臼
山

皆
拝

め
二
見
の
七
五
三
を
と
し
の
暮

さ

～
げ
た
り
二
月
申
旬
初
茄
子

薄
原
龍
の
い
び
き
に
鹿

の
声

笠
寺
や
乗
敷
さ
ま
す

一
す
皮
み

あ
か
く

と
日
は
つ
れ
な
く
も
秋
の
風

何
と
な
く
柴
吹
風
も
あ
は
れ
也

ひ
よ
ろ
く

と
猶
露
け
し
や
女
郎
花

百
景
や
杉

の
木
の
間
に
い
う
み
草

赤
人
も
今

一
入
の
酒
き
げ
む

連

衆

杉

風

・
桃
青

綱

彦

・
芭
蕉

・
卜
枝

・
国
勝

芭

蕉

・
清
風

・
曽
良

・
素
英

…
…
風

流

清
風

・
芭
蕉

・
素
英

・
曽
良

翁

・
享
子

・
鼓

蠣

翁

・
支

考

は
せ

を

・
嵐

雪

芭
蕉

翁

・
嵐
雪

・
其
角

桃
青

・
立
圃

は

せ
を

・
岱
水

・
曽
良

・嵐

竹

・宗

波

・
路
通

・
友

五

泥
芹

・
夕

菊

桃
青

・
杉

風

ρ
仙

風

・
轟

・
惣
代

・
而

「ロ

御

・
某

甲

・
芭
蕉

闇
指

・
其
角

・
翁

翁

・
光

晴

杉

風

・
芭
蕉

は

せ
を

・
、

翁

・
浪
化

・
去
来

珍
碩

・
翁

出

典

コ

幽 さ 未 若 百 印 つ つ 陽 花

い な な

蘭 つ 来 の'炎 供
ぎ ぎこ

集 ろ 記 菜 購 竿 橋 橋`集 養

幽 幽 幽 一・一一 一 金 一

蘭 蘭 蘭 葉 葉 葉 蘭 葉

集 集 集 集 集 集 集 集
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O

未

だ

考

へ
得

ず

貞

享

四

年

((((一一一 一」一 一 一
ニ ノ＼b二
))))

湖
水
よ
り
光
り
出
し
け
り
比
良
の
雪

へ松
杉

に
す
く
ひ
あ
げ
た
る
み
ぞ
れ
か
な

い
ざ
さ
ら
ば
雪
見
に
こ
ろ
ぶ
所
ま
で

よ
き
家
や
雀
よ
ろ

こ
ぶ
背
戸
の
秋

は

せ
を

・
丈
草

・
許

穴

去
来

・
許
六

・
芭
蕉

・
千

那

は

せ

を

・
左

見

・
怒

風

・
野

人

・
支

考

・
政

江

翁

・
知
足

・
露

川

記 幽関幻幽
住庵

念 蘭 有蘭
耶
無

題 集 耶集

 

註
(
一
)

勝
峯
氏

に
は
、
そ
の
後

『
芭
蕉
全
集
』
(
日
本
文
学
大
成
ー
昭
和
二
十
三
年
刊
i
)
の
編
著
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
上
巻

(季
題
別
句
集
・紀
行
集

・

日
記

・
句
合
評
語
集

・
文
集

・
俳
論
作
法
集
等
)
が
刊
行
さ
れ
た
だ
け
で
、
下
巻
は
未
刊
で
あ
る
つ

(
二
)

小
宮
農

氏
の
書

蕉
連
句
集
』
は
昭
和
五
年
士

享

旺
刊
で
、
肇

氏
の

『轡

墓

葦

』

(昭
和
六
年
四
月
+
晋

刊
)
よ
り
前
の
も

の
で
あ

る

。
芭
蕉

の
連
句

作
品
の

う
ち

七
十
九
巻

を
収
め

て
あ

る

。

(
三
)

こ
こ
に

「
…
…
青
山

…
…
此
筋

…

・遊

糸
…
…
大
舟

」
が
脱

け
た
の
で
補

つ
て
お
く

。
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芭

蕉

連

句

年

譜

r




